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 瀬戸内市立瀬戸内市民病院だより 

≪理念≫ 市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指します。 

第 １21号 
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－ 目 次 － 
写真「瀬戸内市民病院の周（秋）景」 

-健康管理センター発-健診のススメ 

-地域の皆様おひとりお一人の健康を守

ります- 

牛窓中学校から亀のストラップの贈り

物 

-接遇委員会発-令和 3 年度「患者さまへ

のアンケート」結果（概要報告）-いつで

も どこでも どなたに対しても- 

 

西病棟発「絵手紙を楽しもう」 

医療安全研修（BLS研修）を終えて 

接遇委員会発「ありがとう 心に染みる 

思いやり」 

認知症研修を開催して 

漫筆「見たり・言ったり・聞いたり（6）」 

職員紹介コーナー『庭』 

今年も病院玄関に豪華絢爛大菊 7鉢 

編集委員のちょっと一服~オリーブの木の

下で~ 
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「瀬戸内市民病院の周（秋）景」新型コロナ禍、お見舞制限の影響や「健康教室」など院内の諸行事がほ

ぼ中止となる中、病院にお越しになられる機会が減ったとお感じになられる方も多いと思われます。今号では特

に病院屋上から撮影した周景（秋景）をご提供いたします。東に中学校、西に小学校などの文教エリア、また西

側は市役所・JR 邑久駅や大型商店など活性化した市都エリア。南にはブルーライン、北側にはのどかな田園風

景と南北道。交通至便の地にあり、絶好の療養環境を醸し出しています。（経営企画室次長 馬場洋一） 

 

（北方面） （東方面） 

（南方面） （西方面） 



さんさん広場 第 121 号 令和 3 年 11 月 発行 

 - 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚
生
労
働
省
が
7
月
30
日
、

2020
年
簡
易
生
命
表
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
て
公
表
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
男
性
は
81.64
年
、
女

性
が
87.74
年
で
、
前
年
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
0.22
年
、
0.30
年
伸
び
て
過
去
最
高

を
更
新
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
平
均
寿
命
の
著
し
い
伸

長
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
年
の

国
民
の
健
康
水
準
の
向
上
に
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
方
に
お
い
て
、
人
口
の

高
齢
化
、
社
会
生
活
環
境
の
急
激

な
変
化
等
に
伴
っ
て
、
糖
尿
病
、

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
等
に
代

表
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
等

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
人
口
の
高
齢
化

及
び
疾
病
構
造
の
変
化
を
勘
案

し
、
現
在
国
は
、
疾
病
の
早
期
発

見
や
治
療
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
健
康
を
増

進
し
、
生
活
習
慣
病
等
の
発
病
を

予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
に
重
点

を
置
い
た
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

狙
い
は
、
壮
年
期
死
亡
の
減
少
及
び
認

知
症
若
し
く
は
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
状
態
で
生
活
で
き
る
「
健
康
寿
命
」

と
言
わ
れ
る
期
間
の
延
伸
を
図
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
次
予
防
は
、

日
常
の
在
り
方
と
深
く
関
連
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
健
康
の
保
持
・
増
進
を

図
る
た
め
に
は
、
運
動
習
慣
の
定
着
や

食
生
活
の
改
善
と
い
っ
た
個
々
の
生

活
習
慣
の
改
善
の
重
要
性
を
ひ
と
り

一
人
が
理
解
し
、
認
識
さ
れ
た
健
康
づ

く
り
の
実
践
が
最
も
大
切
と
な
り
ま

す
。 

 
私
ど
も
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
一

次
予
防
の
支
援
の
他
、
主
に
は
二
次
予

防
（
人
間
ド
ッ
ク
等
健
康
診
査
等
に
よ

る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
）
と
三
次
予

防
（
疾
病
が
発
症
し
た
後
、
必
要
な
治

療
を
受
け
、
機
能
の
維
持
・
回
復
を
図

る
こ
と
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

ご

自
身
の
健
康
が
家
庭
を
守
り
、
社
会
を

支
え
ま
す
。
病
気
を
予
防
す
る
、
病
気

を
早
期
に
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

健
康
診
断
の
役
割
は
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
地
域
の

皆
様
お
ひ
と
り
お
一
人
の
健
康
を
守

り
ま
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
業
務
の
改

善
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く

快
適
な
専
用
待
合
フ
ロ
ア
や
更
衣

室
、
並
び
に
計
測
・
採
血
室
を
完
備
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
診
察
室

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
病

院
開
設
時
に
導
入
し
た
電
子
カ
ル
テ

に
よ
り
、
受
診
者
様
共
通
ID
で
治
療

医
学
と
予
防
医
学
の
デ
ー
タ
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
受
診
後
の
フ
ォ

ロ
ー
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

受
付
か
ら
健
診
の
実
施
、
そ
し
て
会

計
ま
で
受
診
者
様
の
ス
ム
ー
ズ
な
フ

ロ
ー
に
も
配
慮
し
、
動
線
的
に
は
外

来
診
療
と
区
分
（
一
部
併
用
）
し
、

経
験
を
積
ん
だ
専
従
の
健
診
担
当
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
各
種
健
康
診
査
（
健

康
診
断
と
人
間
ド
ッ
ク
）
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
。 

基
本
健
診
（
健
康
診
断
） 

 

健
康
診
断
（
健
診
）
は
、
生
活
習

慣
病
や
が
ん
を
は
じ
め
、
様
々
な
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
病
気

そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
安
全
衛

生
法
で
定
め
ら
れ
た
法
定
健
診
、
事
業

主
が
実
施
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
健
康
診
断
が
一
般
健
康

診
断
で
す
。
ま
た
、
法
律
に
よ
り
医
療

保
険
者
が
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
加

入
者
（
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
）
を
対

象
と
し
て
、
毎
年
度
計
画
的
に
実
施
す

る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
対
す
る
特
定
健

康
診
査
（
通
称
「
メ
タ
ボ
健
診
」）
が
あ

り
ま
す
。 

人
間
ド
ッ
ク 

 

 

人
間
ド
ッ
ク
（
ド
ッ
ク
健
診
）
は
、

自
覚
症
状
の
有
無
に
関
係
な
く
、
自
身

の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
定
期
的
に
受

診
す
る
健
康
診
断
で
す
。
身
体
各
部
位

の
精
密
検
査
を
受
け
て
、
身
体
の
各
臓

器
の
異
常
や
健
康
度
合
い
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
当
院
を
含

む
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
か
、
経
過

観
察
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

【
主
な
検
査
項
目
】 

（
基
本
的
検
査
項
目
） 

○
診
察 

○
腹
囲 

○
身
体
計
測 

○
Ｂ
Ｍ

Ｉ
（
肥
満
度
指
数
） 

○
血
圧
測
定 

○
聴

力
検
査 

○
視
力
・
眼
底
検
査 

○
肺
機
能

検
査 

○
心
電
図
検
査
（
安
静
時
） 

（
血
液
検
査
項
目
） 

○
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

○
中
性
脂
肪 

 

 

健診のススメ ―地域の皆様おひとりお一人の健康を守りますー 

－健康管理センター発－ 

【
健
康
診
査
の
重
要
性
】 

院
長 

竹
内
龍
三 

【
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
】 

主
任 

金
光
砂
智
子 
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○
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
善
玉
） 

○

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
） 

○
血

糖
値 

○
Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
（
糖
尿
病
診
断
） 

○
総
た
ん
ぱ
く
量 

 

○
Ａ
Ｓ
Ｔ
/
Ａ
Ｌ

Ｔ 

○
γ-
Ｇ
Ｔ
Ｐ 

○
Ａ
Ｌ
Ｐ 

○
総
ビ

リ
ル
ビ
ン 

○
ア
ミ
ラ
ー
ゼ 

○
ク
レ
ア
チ

ニ
ン 

○
尿
素
窒
素 
○
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ 

○
尿

酸 

○
赤
血
球
数 

○
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン 

○

ヘ
マ
ク
ト
リ
ッ
ト 

○
白
血
球
数 

○
血
小

板
数 

（
尿
・
便
検
査
項
目
） 

○
尿
た
ん
ぱ
く 

○
尿
糖 

○
尿
潜
血
反
応 

○
尿
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン 

○
便
潜
血
検
査 

（
画
像
検
査
項
目
） 

○
胸
部
Ｘ
線
検
査 

○
胃
部
Ｘ
線
検
査 

○

腹
部
超
音
波
検
査 

 

（
消
化
管
内
視
鏡
検
査
項
目
） 

○
胃
内
視
鏡
検
査 

 

【
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
項
目
】 

（
血
液
検
査
項
目
） 

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス 

○
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン 

○
心
臓
機
能 

○
前
立
腺
が
ん 

○
す
い
臓

が
ん 

○
肝
臓
が
ん 

○
消
化
器
系
が
ん 

○
抗
Ｃ
Ｃ
P
抗
体 

○
抗
Ｍ
Ｍ
Ｐ
３
抗
体 

○
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
抗
体 

 

（
そ
の
他
の
検
査
項
目
） 

○
便
中
ピ
ロ
リ
抗
原 

○
頸
動
脈
超
音
波 

○
血
圧
脈
波 

○
骨
粗
鬆
症 

 

○
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影 

○
内
臓
脂
肪
Ｃ
Ｔ 

○
腹
部
Ｃ
Ｔ
（
内
臓
脂
肪
Ｃ
Ｔ
を
含
む
） 

○
低
線
量
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
四
半
期

ご
と
に
「
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

を
発
刊
。
2021
年
冬
号
で
は
、
放
射
線
科

か
ら
は
①
Ｘ
線
撮
影
検
査 

②
胃
部
透

視
検
査 

③
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査 

④
Ｃ
Ｔ
検
査
（
胸
部
・
腹
部
） 

⑤
脳
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査 

⑥
骨
塩
定
量
測
定
検
査
に

つ
い
て
、 

検
査
科
か
ら
は
超
音
波
検
査

を
中
心
に
ご
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
お
目
通
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

   

 

 牛
窓
中
学
校
か
ら
亀
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
贈
り
物 

   9
月
9
日
（
水
）、
牛
窓
中
学
校
の
番
場

先
生
が
同
校
を
代
表
し
て
毎
年
恒
例
と
な

っ
た
同
校
作
成
の
「
亀
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
、

同
校
保
健
委
員
長 

髙
橋
蓮
さ
ん
の
お
手

紙
、
制
作
風
景
の
写
真
と
と
も
に
お
届
け
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

こ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
、
保
健
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
有
志
の
方
、
及
び
校
長
先
生
は
じ

め
教
員
の
方
も
参
加
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た

ス
ト
ラ
ッ
プ
で
す
。 

髙
橋
委
員
長
の
お
手
紙
に
は
、
「
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
病
院
に

行
け
な
か
っ
た
。
今
年
こ
そ
は
と
考
え
て
い

た
が
そ
れ
も
か
な
わ
な
く
な
っ
た
。
患
者

さ
ん
に
お
渡
し
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
の
回
復
を
願
い
、
元
気
で

長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
を

込
め
、
保
健
委
員
会
と
有
志
で
夏
休
み
に

一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。
直
接
病
院
に
行

け
な
く
て
も
、
僕
た
ち
の
思
い
は
亀
に
託

し
き
っ
と
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
と
思

う
。」
と
力
強
く
結
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

当
院
で
は
、
亀
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
入
院

患
者
さ
ん
全
員
に
お
渡
し
す
る
と
と
も

に
、
外
来
と
各
病
棟
の
掲
示
板
に
ス
ト
ラ

ッ
プ
数
点
と
お
手
紙
、
制
作
風
景
写
真
を

1
か
月
に
わ
た
っ
て
掲
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

（
広
報
委
員
会
） 

（
経
営
企
画
室
次
長 

馬
場
洋
一
） 

健診スタッフ一同、皆様のお越しを 

お待ちしております 
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接
遇
委
員
会
は
、
今
年
も
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
患
者
満
足
度
調
査
と

し
て
「
患
者
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

入
院
に
つ
い
て
は
8
月
1
日

か
ら
31
日
ま
で
に
退
院
さ
れ
た

患
者
さ
ん
、
外
来
に
つ
い
て
は
8

月

16

日(
月)

か
ら
同
月

27

日

(

金)

ま
で
の
10
日
間
に
お
い
て

受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
を
対
象

に
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
27

年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
７
回
目
と
な
る
今
年
度
も

接
遇
委
員
会
の
行
動
計
画
の
一

環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
回
答

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
結
果
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
） 

昨
年
度
見
直
し
し
た
設
問
項

目
で
今
年
度
も
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

即
ち
、
調
査
事
項
た
る
設
問
項

目
で
は
、
外
来
で
は
受
診
さ
れ
た

診
療
科
、
当
院
を
選
ば
れ
た
理
由

の
他
、
案
内
や
看
板
表
示
、
廊
下

や
階
段
の
安
全
と
歩
き
や
す
さ
、

待
合
室
の
椅
子
の
配
置
等
の
設

備
や
環
境
、
職
員
の
接
遇
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
な
ど
。
入
院

で
は
、
入
院
目
的
、
入
院
期
間
、

施
設
・
設
備
、
清
掃
や
臭
気
等
の

環
境
、
症
状
・
治
療
に
関
す
る
説

明
、
態
度
や
言
葉
遣
い
（
接
遇
）
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
な
ど
。 

 

（調
査
方
法
） 

 

入
院
に
関
し
て
は
、
従
来
ど
お

り
患
者
さ
ん
の
入
院
時
等
に
病

棟
職
員
か
ら
説
明
の
う
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
と
回
答
用
封
筒
を

お
渡
し
し
ま
し
た
が
、
外
来
に
関

し
て
は
昨
年
に
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
観
点
か
ら
、
説
明
員
を
設
け

ず
、
所
定
の
場
所
で
の
自
由
記
載

方
式
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
で
は
一
定
の
回
収
数
が
得
ら

れ
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
期

間
は
昨
年
の
3
日
間
か
ら
10

日
間
へ
と
延
長
し
て
実
施
し
ま

し
た
。 

 

【回
収
数
の
状
況
】 

★
外
来
ア
ン
ケ
ー
ト 

回
収
数 

 

10

枚(

対
象
者
数
の 

0.5

%) 

★
入
院
ア
ン
ケ
ー
ト 

回
収
数 

49

枚(

同
55.7

%)  

 

今
回
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
し
、
無
人
化

し
た
調
査
環
境
と
し
ま
し
た
が
、
折
か

ら
の
感
染
者
数
激
増
時
期
と
重
な
り
、

外
来
の
回
収
率
が
例
年
の
約
25

%
か

ら
0.5

%
と
激
減
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
、
有
効
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
と
は
何
か
等
、
非
接
触
の
時
代
に
お

け
る
望
ま
し
い
方
法
を
継
続
し
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

【総
合
的
な
評
価
】 

入
院
に
お
け
る
総
合
評
価
5
項
目

の
代
表
的
項
目
で
あ
る
「
全
体
と
し
て

こ
の
病
院
に
満
足
し
て
い
る
（
当
院
に

入
院
し
て
よ
か
っ
た
）
」
の
満
足
度
は

91.3

%
で
対
前
年
度
比
プ
ラ
ス
1.1

P

と
高
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

な
お
、
外
来
に
つ
い
て
は
回
収
数
が

10
枚
と
少
な
い
う
え
に
、
回
答
の
な
い

診
療
科
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
比
較

検
討
に
用
い
る
場
合
は
「
参
考
」
に
と
ど
め

る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

個
々
の
方
々
の
評
価
と
ご
意
見
は
、
他
の
回

答
と
同
じ
く
調
査
と
再
評
価
の
対
象
と
し
、

今
後
の
改
善
活
動
に
向
け
て
更
な
る
励
み

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
上

の
理
由
か
ら
、
本
紙
で
は
主
に
「
入
院
」
を

中
心
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 （満
足
度
ポ
イ
ン
ト
の
動
向
） 

 

当
接
遇
委
員
会
で
は
、
「
満
足
度
（
％
）

―
不
満
足
度
（
％
）
」
で
算
出
さ
れ
る
数
値

を
満
足
度
ポ
イ
ン
ト
（
P
）
と
称
し
て
、
個
々

の
ア
ン
ケ
ー
ト
設
問
項
目
に
つ
い
て
比
較

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

入
院
に
お
け
る
満
足
度
ポ
イ
ン
ト
は
、
施

設
・
設
備
面
で
は
全
8
項
目
の
う
ち
「
病
棟

や
病
室
内
の
清
掃
」
な
ど
6
項
目
に
お
い
て

大
き
く
上
昇
、
中
で
も
「
病
棟
や
病
室
内
の

臭
気
」
は
33.1

P
と
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
々
に
み
る
と
、
「
掲
示
板
の
表

示
」
で
マ
イ
ナ
ス
1.4

P
、「
廊
下
や
階
段
は

安
全
で
歩
き
や
す
い
」
で
マ
イ
ナ
ス
2.1

P

と
わ
ず
か
な
が
ら
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
な
り

ま
し
た
。
接
遇
面
で
は
、
全
9
部
門
の
う
ち
、

4
部
門
で
プ
ラ
ス
、
5
部
門
で
は
マ
イ
ナ

ス
評
価
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

 

 
令和３年度「患者さまへのアンケート」結果（概要報告） 

 

－接遇委員会発－ 

―いつでも どこでも どなたに対しても― 
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も
ど
な
た
に
対
し
て
も
、
緊
張
感
を

も
っ
た
適
切
な
接
遇
を
心
が
け
て
い

く
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、「
症

状
・
治
療
に
関
す
る
説
明
」
に
関
し
、

全
8
部
門
の
う
ち
看
護
部
・
検
査
・

医
療
相
談
の
3
部
門
で
プ
ラ
ス
評

価
、
そ
の
他
の
5
部
門
で
は
マ
イ
ナ

ス
評
価
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
部
門

で
も
患
者
さ
ん
の
理
解
が
す
す
む
よ

う
な
説
明
を
心
が
け
て
い
く
姿
勢
や

学
習
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。 

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
」
で

は
3.1

P
プ
ラ
ス
評
価
と
な
り
ま
し

た
。 な

お
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
（
入
院
・

外
来
）
で
自
由
記
載
の
「
当
院
の
改

善
す
る
べ
き
点
」
、
「
当
院
の
よ
い

点
」
、
「
そ
の
他
お
気
づ
き
の
点
」
も

早
い
段
階
で
各
種
会
議
で
報
告
し
、

業
務
改
善
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

今
後
も
専
門
職
と
し
て
、
説
明
力

や
診
療
等
技
術
力
の
向
上
に
努
力
す

べ
き
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
紙
面
で

は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
「
待
ち
時
間
」

短
縮
と
い
う
継
続
し
た
テ
ー
マ
や

「
接
遇
力
」
向
上
に
は
弛
ま
ぬ
努
力

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で

は
、
「
回
リ
ハ
カ
フ
ェ
」
と
称
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
５

月
号
で
は
「
お
花
見
を
楽
し
も
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
し
だ
れ
桜
の
作
成
風
景
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
の
さ
な
か
に
あ
り
、
面
会
制
限
で
ご

家
族
と
の
連
絡
も
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
を

お
過
ご
し
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
間
を
結

ぶ
手
段
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い

で
、
季
節
感
い
っ
ぱ
い
の
「
ぶ
ど
う
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
絵
手
紙
作
成
を
企
画
し
ま
し

た
。
そ
の
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

9
月
22
日
（
水
）
午
後
、
談
話
コ
ー
ナ

ー
に
三
密
を
避
け
る
た
め
、
最
大
で
15
名

  

「絵手紙を楽しもう」 

 

程
度
の
患
者
さ
ん
が
交
代
で
参
集
し
絵
手

紙
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ご
家
族
様
な
ど
に

確
認
し
た
住
所
を
職
員
が
表
書
き
し
た

は
が
き
の
裏
面
に
ぶ
ど
う
の
塗
り
絵
枠

を
準
備
し
、
予
め
粒
状
サ
イ
ズ
に
切
っ
て

お
い
た
色
と
り
ど
り
の
色
紙
を
塗
り
絵
枠

に
貼
り
つ
け
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
い
く
つ
も
ブ
ド
ウ
の
粒
を
重
ね
て

重
厚
か
つ
豪
華
な
は
が
き
、
粒
の
塗
り
絵

に
キ
チ
ン
と
色
紙
を
あ
わ
せ
た
だ
け
の
す

っ
き
り
し
た
は
が
き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
豊
か
な
は
が
き
が
完
成
し
ま
し
た
。
貼

り
絵
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家

族
や
親
し
い
方
に
当
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
は
「
元

気
で
す
ご
し
て
お
り
ま
す
」
、
「
お
元
気
で

す
か
」
な
ど
、
長
く
お
会
い
し
て
な
い
大

切
な
人
へ
の
安
否
の
連
絡
や
確
認
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
短
い
時
間
で
し
た

が
、
今
回
も
元
気
に
楽
し
く
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
西
病
棟
広
報
委
員
） 

 
西病棟発 

が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
代
表
さ

れ
る
非
接
触
の
時
代
こ
そ
、
一
層
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
は
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
職

員
全
体
で
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
に
関
し
、
強
い
関
心
を
寄

せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 （

接
遇
委
員
会
委
員
長
（
内
科
医

長
）
加
原
健
治
） 
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9
月
2
日
（
木
）、
16
日
（
木
）、
さ

ん
さ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
竹
内
院
長
を

講
師
に
迎
え
、
入
職
3
年
未
満
の
全
職

員
を
対
象
に
医
療
安
全
研
修
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
研

修
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
▼
Ｂ
Ｌ
Ｓ
と
は

「
Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｓ
ｕ
ｐ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ(

一
次
救
命
処
置)

”
の
略
称

で
す
。
一
次
救
命
処
置
と
は
急
に
倒
れ
た

り
、
窒
息
を
起
こ
し
た
人
に
対
し
て
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
急
隊
や
医
師

に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
に
行
う
応
急
処

置
の
こ
と
で
す
。
専
門
的
な
器
具
や
薬
品

な
ど
用
い
る
こ
と
な
く
行
う
処
置
で
あ

り
、
胸
椎
圧
迫
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇

生
法
）
そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
を
主
な
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
▼
正
し
い
知
識
と
適
切
な
処

置
の
仕
方
を
知
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
意
識
の
な
い

人
に
対
し
て
ま
ず
呼
び
か
け
を
行
い
ま

す
。
①
応
答
が
な
い 

②
脈
が
な
い 

③
自
発
呼
吸
が
な
い
ま
た
は
正
常
な
呼

吸
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
直
ち
に
近
く
の
人
に
緊
急
事
態
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
救
急
車

の
要
請
を
行
い
ま
す
。
救
急
車
到
着
ま

で
の
間
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
を
圧
迫
30
対
人
工
呼
吸
2
の
回
数

で
繰
り
返
し
ま
す
が
、
途
中
2
分
ご
と

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
心
臓
の
動
き
を
解
析
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
▼
研
修
で
は
、
3
人
１
組
に
な

り
、
救
急
車
を
呼
ぶ
人
・
胸
骨
を
圧
迫

す
る
人
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装
着
し
作
動
す
る

人
の
役
割
分
担
で
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
交
代
し
な
が
ら
行
い
、

各
々
の
役
割
を
認
識
し
あ
い
、
周
囲
の

人
に
状
況
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
意
識
し
て
行

い
ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
参
加
し
た

人
も
い
ま
し
た
が
、
胸
骨
圧
迫
の
力
加

減
や
ス
ピ
ー
ド
感
、
情
報
伝
達
の
大
切

さ
は
業
務
の
範
疇
を
超
え
て
参
考
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。 

 

（
医
療
安
全
担
当
看
護
師
長 

 

野
口
佐
登
美
） 

 

  

医療安全研修（BLS 研修）を終えて 

 

標
語
の
選
定
を
開
始
し
た
平
成
28
年
度
か

ら
通
算
し
、
今
回
で
11
回
目
と
な
る
接
遇
標
語

を
決
定
し
ま
し
た
。
職
員
か
ら
募
集
し
、
接
遇

委
員
会
が
こ
れ
は
と
い
う
も
の
1
題
を
選
び

出
し
、
6
ヶ
月
ご
と
の
標
語
と
し
て
各
職
場
に

掲
示
、
執
務
中
に
お
け
る
態
度
や
心
構
え
の
基

本
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
募
集
は

令
和
3
度
後
期
（
10
月
～
3
月
）
の
標
語
で

す
が
、
応
募
数
は
前
回
よ
り
3
題
多
い
21
題

で
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
高
い
評
価
を
集
め
た

「
あ
り
が
と
う 

心
に
染
み
る 

思
い
や
り
」

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
因
み
に
次
点
は
「
身
だ

し
な
み 

あ
な
た
の
心
を 

映
し
出
す
」
で
し

た
。
岡
山
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
ス
テ
ー
ジ
もⅠ

に
引
き
下
げ
ら

れ
る
な
ど
、
新
規
陽
性
患
者
数
も
減
少

傾
向
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
冬
に

向
か
い
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
に

と
っ
て
は
怠
り
な
い
感
染
管
理
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
標
語
を
実
践
し
、
市
民

の
皆
様
に
よ
り
満
足
の
い
た
だ
け
る

医
療
の
提
供
と
療
養
環
境
の
提
供
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
接
遇
委
員
会
委
員
長 

（
内
科
医
長
）
加
原
健
治
） 

  

 
接
遇
委
員
会
発 

「
あ
り
が
と
う 

心
に
染
み
る 

思
い
や
り
」 
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今
回
、
車
椅
子
で
安
全
ベ
ル
ト
装
着
患
者

と
の
関
り
で
、
悪
い
事
例
を
通
し
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
や
、実
際
に
安
全
ベ

ル
ト
装
着
を
体
験
す
る
こ
と
で
改
め
て
患

者
の
立
場
や
思
い
を
理
解
す
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。「
強
い
言
葉
使
い
」、「
上

か
ら
目
線
」
、「
高
圧
的
な
態
度
」
は
恐
怖
を

た
。
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
得
た

内
容
を
落
と
し
込
ん
だ
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
再
び
実
施
。
各
班
2
回
の
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
を
通
じ
看
護
師
役
と
患
者
役
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
実
際
に
車
椅
子
で
安
全
ベ
ル

ト
を
装
着
し
て
い
る
患
者
体
験
も
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
患
者
さ
ん
は
拘

束
感
や
羞
恥
心
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
で
き
る

だ
け
外
し
て
あ
げ
た
い
。
」
と
の
感
想
や

意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

認
知
症
患
者
さ
ん
の
行
動
の
背
景
に

は
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
は
何

か
を
考
え
、
日
々
の
業
務
を
振
り
返
り
、

症
状
に
合
わ
せ
た
望
ま
し
い
ケ
ア
が
行

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

9
月
15
日
（
水
）
、
看
護
教

育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
認

知
症
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
の
ね
ら
い
は
、
①
認
知

症
患
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が
分
か
る

。
②
認
知
症
患
者
の
疑
似
体

験
を
す
る
こ
と
で
患
者
の
気

持
ち
を
理
解
す
る
。
③
認
知

症
患
者
に
対
す
る
看
護
を
振

り
返
り
、
よ
り
良
い
看
護
を

考
え
る
。
と
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
研
修
で
あ
る
こ

と
か
ら
各
部
署
2
名
ま
で
の

人
数
制
限
で
の
研
修
と
し
ま

し
た
。 

研
修
は
、
ま
ず
e-

ラ
ー
ニ

ン
グ
で
「
認
知
症
患
者
に
対

す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア

」
の
悪
い
事
例
動
画
を
視
聴

し
、
そ
の
後
各
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
悪
い
事
例
の
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
看
護
師
の
対
応
で

患
者
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
を

し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
言

葉
か
け
や
対
応
を
す
る
べ
き

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

 
「認知症研修」を開催して 

 

 

 

「
認
知
症
研
修
」
に
参
加
し
て 

  
感
じ
さ
せ
、
抑
制
中
の
無
理
な
立
ち
上
が

り
へ
の
誘
因
に
な
る
虞
が
あ
る
の
で
は
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
安
全
ベ
ル
ト
体
験
は

圧
迫
感
、
羞
恥
心
、
不
自
由
な
ど
の
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
認
知

症
患
者
の
苦
痛
を
捉
え
、
視
線
を
合
わ

す
・
優
し
く
触
れ
・
穏
や
か
に
話
す
・
訴

え
を
否
定
せ
ず
気
持
ち
を
理
解
す
る 

な

ど
の
態
度
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

面
で
特
に
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
「
抑

制
を
当
た
り
前
に
し
な
い
ケ
ア
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

東
病
棟
（
主
任
看
護
師
）
大
倉
真
季 

 

 

 

漫
筆
「
見
た
り
・
言
っ
た
り
・
聞
い

た
り
」（
６
） 

看護教育委員会（東病棟看護師長）伊丹めぐみ 

皆
様
は
、
ご
自
身
で
も
気
づ
か
な
い
で
い

る
自
分
流
儀
の
記
録
を
お
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
漫
筆
、
こ
の
テ
ー
マ
で

私
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

実
は
、
人
様
に
自
慢
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
全
国
47
都
道
府
県
内
で
宿
泊
し
た

こ
と
が
あ
る
、と
い
う
珍
記
録
保
持
者
で
す
。

こ
の
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
は
、
今
か
ら
10

数
年
前
名
古
屋
で
開
か
れ
た
全
国
学
会
で
同

じ
病
院
か
ら
行
か
れ
た
某
院
長
と
話
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。 

○
（
院
長
）「
馬
場
君
、
昨
夜
は
ど
こ
に
泊
ま

っ
た
の
か
ね
」
◇
（
馬
場
）「
岐
阜
に
泊
ま
り

ま
し
た
」
○
「
な
ん
で
岐
阜
な
ん
？
」
◇
「
こ

れ
で
47
都
道
府
県
内
す
べ
て
で
宿
泊
し
た

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
」
○
「
そ
ら
凄
い
こ

と
や
」
◇
「
医
師
の
方
々
は
学
会
等
で
全
国

に
行
か
れ
ま
せ
ん
か
」
○
「
そ
れ
で
も
全
国

す
べ
て
と
い
う
の
は
珍
し
い
で
。
自
慢
し
た

ら
え
ー
よ
」
と
い
う
の
で
、
こ
の
記
録
が
意

外
に
凄
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
皆
様
も
、
意
外
な
珍
記
録

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
自
分
探
し
を

し
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。 

 

（
経
営
企
画
室
次
長 

馬
場
洋
一
） 
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瀬戸内市民病院でクラークとして働いている菅
かん

﨑
ざき

真
ま

依子
い こ

です。 

「クラーク」の業務内容は病院によってさまざまですが、医師が行う

事務作業を補助するスタッフのことです。初めてのことや未だに分か

らないこともありますが、可愛がってくださる先輩方のおかげで楽し

く３年目を迎えています。私は倉敷市からここ瀬戸内市まで車で通勤

しています。毎日の渋滞は相変わらずで、帰りは自宅に着くまで１時

間半もかかり閉口することもありますが、元気いっぱい仕事にも通勤

にも前向きに取り組んでいます。倉敷といえば「美観地区」「三井ア

ウトレットパーク」が有名ですが、年々生まれ変わって新しい顔も見

せてくれています。瀬戸内市から少し遠いとは思いますが、皆様もコ

ロナが落ち着いたらぜひ足を運んでみて下さい。 

 ★★ 次号の「庭」★★ 

 看護師の中西彩さんです。ご期待ください。 

 
自宅の換気扇を回すとテレビの音が聞きづらい。前からこんなだった？いや、もうずっと掃除していない

な。いつかしようと思いつつ出来ていなかった換気扇掃除をやっと実行しました。ベトベトの油汚れをつけ置

きして落とし、周りもきれいに拭いてセット完了。電源を入れるとびっくりするくらい静かな稼働音。なんだ

か清々しい。そこから大掃除のスイッチが入った私は、休みの度にいろんな所を大掃除しています。今度の休

みはどこを磨こうかと、楽しみになってきました。（K） 

 

 

 
ちょっと一服    ～オリーブの木の下で～ 

編集委員の 

正
面
玄
関
横
の
ス
ペ
ー
ス
に
大

菊
3
本
仕
立
て
6
鉢
及
び
同
７
本

仕
立
１
鉢
が
飾
ら
れ
、
訪
れ
る
方
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。 

品
種
は
、
3
本
仕
立
て
に
つ
い
て

は
艦
隊
（
黄
）
1
鉢
、
空
の
翼
（
白
）

1
鉢
、
大
日
（
赤
）
1

鉢
、
重
文
（
赤
）
1
鉢
、

右
近
（
黄
）
1
鉢
、
公

爵
（
白
）
1
鉢
の
６
種

で
、
7
本
仕
立
て
は
純

白
に
輝
く
越
山
1
鉢
で

す
。
市
内
の
愛
好
家
2

名
の
方
が
昨
年
に
引
き

続
き
10
月
19
日
（
火
）

か
ら
配
置
し
て
く
だ
さ

っ
て
お
り
、
今
年
で
4

年
連
続
と
な
り
ま
す
。
見

ご
ろ
は
10
月
下
旬
か
ら

11
月
中
旬
ま
で
と
の
こ

と
で
す
。
是
非
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
菊
は
「
瀬
戸
内

市
の
花
」
に
選
定
さ
れ
て

お
り
、
10
月
17
日
（
日
）

 

 今
年
も
病
院
玄
関
に
豪
華
絢
爛
大
菊
７
鉢 

   

か
ら
11
月
16
日
（
火
）
ま
で
の

会
期
で
第
35
回
備
前
長
船
菊
花

展
が
市
内
長
船
町
公
民
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す 

（
広
報
委
員
会 

馬
場
洋
一
） 

 

 


